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高等部　作業学習

単元名｢窓清掃をしよう｣
授業者:佐　藤　　　誠　　　川　添　　　直　人

対　　象:Dグループ　男子4人　　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　4　月　～　7　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標

(I)正しい方法･手順で責任をもって窓清掃を進めることができる｡

(2)教師や友達と協力して,時間を意識して計画的に窓清掃をやり遂げることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:��i>�vR�習得型〃活用型 倬��B�

1道具の使い方,作業手順を知るo ��做ｹ;霰��｢�6 

(1)道具の名称を理解する｡ 仆8踪,ﾈﾊ冏ｸ/�ﾊ�,Bﾉ;��

(2)道具の使い方を理解するo 仞�,ﾈ諄*)_ｲﾈﾞﾈｼh訷�/��

(3)窓清掃の手順を理解する○ �&ﾘ.薬�Hｨ駅�ﾅ��｢�ｻ8踪,ﾈﾊ冏ｸ/�ﾊ�,Bﾈﾞﾂ�ｼh訷�/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.xﾞﾂ�ｼh/�ﾗ8*H�ｲ�

2窓清掃をする○ ��乖駅�ﾅ��｢�4 

(1)教室や廊下の窓を清掃するo 們�ﾝｸ,鎚ﾈ�-�.x.ｨ+ﾘ薰�

(2)特別教室や廊下の窓を清掃する. 傀x,��,�,I�ｹ�I�ﾈ/�ﾗ2�*J��

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

時間を意識して作業 ��+8/�ﾂ�(+8/�*｢ﾂ�自分たちで作業工程 ��+8/�*｢ﾈ鳧ﾇh/�ﾊ��

に取り組むことができ �+X,�+X,鞐ﾈｼh､ｨ跖鳧ﾘ��の計画を行い,作莱場 �,Bﾈ*�,h巉ﾕｩ�ｸ*ｩ��*��

る｡ �,�'�.ｨ,H.�ﾉ[ﾙ�(,h+R�に作業工程を書いたホ �.�*侏駢H,偬�+X,Hﾖﾈ*b�

ている様子が見られた｡ (5月9日) �8�486x7ｸ�ｸ6�,h鳧ﾇh/��ﾆh麌+x.�.h*H,�+X+ﾚ��j�霙���紕ﾓ�淤��ﾎ8,ﾂ�7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6��たり,作業を急いだり する姿が見られたo Bさんが作業中はよ く時刻を確認し,終了 5分前には友達に知ら せる姿が見られたo (6月5日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(甫立教諭: 4/26実施　作業学習の授業研究会｢名札を作ろう｣における場の設定の意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自発的に道具を準備 �(+8/�*ｩ�I�ﾈ,ﾈﾎ8,陳�中学部作業学習の授 �(+8/�+�*�,X,�*ﾒﾂ�

したり,片付けをした ��ﾈ�;仞�/�'X*ｸ,(,�,��業研究会で道具管理の ��ﾈ,ﾉ�i6ｸ.�ﾈﾞﾈｼi��2�

りすることができるe �+X,�+x.倡�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�ォﾈ�#Y?｢��工夫が検討されたこと を受け,本罷業でも清 掃用具を個別に分け, 個々で管理できるよう にしたo (5月25日) �,鎚齷Zｨ,ﾉ;仞�*ｩ�9YB�+ｸ.ｸ,�,H*(.�*丿ﾙDh+r�.�,�,rﾈ齷Zｨ,ﾉ;仞�/���X馼,�X*H��*ｨﾊ�.x.｢�.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｲ�スﾈ�)?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

手順カードを使って �8+8/�*｢ﾃ�hx,ﾈ薰�Cさんは,知能検査 ��ｹ�I�ﾈ,ﾉ7)(h,Xﾞﾈｼb�

一人で窓清靖をするこ 傀x4ｨ�ｸ6�,X,ﾒﾈ訷�,ﾂ�の結果等から継時処理 �*ｨ鉅-ﾈ,�,H+X-ﾈ*H��*｢�

とができる○ �<x-ﾘ竧.�*ｩ>�+X*ﾒﾈﾞﾂ�が得意なのではという 侈�.x.ｨ,�*ﾘ,�.�,h,h.��

業が止まってしまう姿 �*(*H�8ﾊ�/�.�.x,�+ﾚ��に,手順カードを使う 

が見られた○ (5月2日) �+ｸ+�,S�hx,ﾈ4ｨ�ｸ6�*��.rﾃ�ﾔ�/c�hx,ﾈ-�*ﾒ�.一韶引x4ｨ�ｸ6�,兔���+X+ﾖ�Xﾈ纖?｢��時間も短くなってき た○作業完了の報告も 元気よくできるように なったe(5月9日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

清掃班は,本年度,初めて設けた作業班であり, 4月当初,生徒が作業内容に見通しをもて

ず,教師から言われたことのみを行う姿が多く見られた｡ 4月下旬,授業改善により個人で使

う道具を個別のバスケットに収納し,各自で管理できるようにしたことで,自分の道具は各自

で準備ができるようになった｡しかし,共同で使うものを準備するときは,誰かが準備するだ

ろうという気持ちからか,生徒同士で相談しあったり,協力しあったりする場面はほとんど見

られなかった｡そこで,作業開始前のミーティングでは,道具準備等の役割を自分たちで設定し

確認することで,自分の役割に責任をもつことができるようにした｡また,終末の作業日誌に

よる振り返りで, ｢なぜそうなのか｡｣ , ｢次回はどうするのか｡｣

と階層式に自分の考えを整理できるようにし,自分たちの課題を

意識できるようにした｡そうすることで5月下旬には,自分たち

で相談･協力して道具を準備し,足りない道具があると気が付い

た生徒が,友達に言葉掛けをして準備する姿も見られ,各自が自

分の行動を計画的に考えたり,友達-の思いやりの気持ちが見ら

れたりするようになってきた｡
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写真4-2　作業に取り組む様子



2　生徒の変容

Aさんは, 4月は手順カードやメモ帳を見ながら作業すること

に一生懸命で,作業の出来映えまで意識することが難しかった｡

そこで,出来映えを意識できるようにするため, ｢終わりました｡｣

の報告を受けて,教師と一緒に出来映えを確認するようにした｡

そうすることで,作業手順も正確に覚え,出来映えも良くなった｡

教師から｢ガラス面に水滴が残らなくなったね｡｣等の称賛を受け

ることで,手順だけでなく,水滴が床に落ちないようにスクイ　　写真4-3　Aさんの改善後の様子

ジーの下に雑巾を添えるなど,作業方法を自分で工夫する姿も見られるようになった(教材･教

具とのかかわり)｡また, 4月はスクイジーで水を上手に切ることができず,作業終了後は自信

なさそうに小さな声で｢終わりました｡､｣の報告をする姿が見られた｡そこで,教師が見本を示

した後,自分で｢どうしたらよいか｡｣考える時間を設定するようにした｡そうすることで, A

さんは教師の見本を手掛かりに何回もスクイジーを引き直す姿が見られるようになり,作業を繰

り返すことで上手に水を切ることができるようになった｡また, ｢終わりました｡｣だけでなく

｢どうですか?｣と真剣な顔つきで相談する姿も見られるようになってきた(自分とのかかわり)｡

Ⅳ　活用場面の様子

Aさんの知能検査の結果には, ｢プランニングを意識するようになってきている｡｣, ｢効率や速

さを求める状況での作業に,難しさを感じている｡｣などが挙げられていた｡そこで,身に付けさ

せたい力を｢自分のしたいことやすべきことを計画的に進める力｣と設定し,作業学習では,大切

なことをメモに書き留めて確認することで,効率よく時間を意識した活動をする取組を行った｡そ

して,段階的活動場面として,産業現場等における実習で,実習先(高齢者福祉施設)の御協力を

もらい, ｢00を△時までにやってください｡｣等の効率や速さを意識する場面を設定,これらの

力を身に付ける取組を行った｡室内清掃の作業では,最初は支援員さんが10分程度で終わる作業に

30分程度掛かり,落ち込む姿が見られた｡しかし, 1週間経つと, ｢メ

モ帳で工程の確認をしなくても作業に取り組むことができるように

なりました｡｣と自信をもって報告できるとともに,室内清掃も20分

程度でできるようになった｡このように, ｢自分のしたいことやすべ

きことを計画的に進める力｣を高めるために,実習先と連携した取

組を行うことで,その力を様々な場面で発揮するAさんの姿が見ら　　写真4-4　実習先での様子

れるようになった｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

清掃班は,本校で初めてのサービス系の作業班であり,これまでの窯業･木工などの製造系の作

業班との違いを意識した授業づくりを行った｡しかし,当初は技能習得の面に重点を置き過ぎ,振

り返ってみると,製造系の作業班と変わらないものとなってしまう時期もあった｡そのようなとき,

授業研究会の中で,責任感,効率性,計画力などのキーワードが参加者から出てきたことで,作業

に必要な内面の部分の大切さを改めて意識できるようになった｡今後も,これらのキーワードを大

切に,授業改善に取り組み,生徒が主体的に取り組むことができる作業学習を追究していきたい｡
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高等部　美術科

題材名｢版画で表そう(捌く私)漢

授業者:四　　　　九　　　　　　　　明　　　美

対　　象:のびのびAグループ　男子6人　女子1人

実践期間:平　成　2　4　年　9　月　～ I 1月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1) ｢働く私｣というテーマに沿って主題を決め,参考写真を基に下絵を描いたり,色遣いを工

夫して刷ったりすることができる｡

(2)カーボン紙や彫刻刀,ばれんなどの,版画に使用する材料の性質や用具の扱い方を理解し,

適切に使用することができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型"活用型 倬��B�

1版画について知る○ ��做ｹ;霰��｢�1 

(1)参考作品を見る○ ��xﾞﾈ,ﾈ訷�.(ｵｩd�ﾈﾝ驅�w�ｾ��

(2)一版多色木版画の技法や使用する材 �,ﾉ<��ｸ.(宜*)_ｹ9�,ﾉ&ﾘ�/��x,儻B�

料.用具について知る○ �*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

2主題を決める○ ��做ｹ;霰��｢�8 

3下絵用の参考写真を選んで印刷するo 冦鵜X柯,ﾈｮ��)4亰ｩEﾈ/��x,儻H*��

4版を作るo �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

(1)下絵を描く○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�

(2)下絵を版木に転写する｡ �*Hﾘ�8�,ﾈ���8,�X*)_ｸ/��;��

5版を彫る○ �+Rﾉ*H.雲ｸ/�ﾔ姥h+X,IUﾈﾋｸ,��h*��

6版を刷る｡ �+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

7鑑賞をする○ ��乖駅�ﾅ��｢�1 

(I)作品カードに題名,工夫した点など 儘姥h+X+ﾙ5�.(ﾞﾉV�*�.xｫH+h+ﾘ+��

を書く○ �,h/�ﾋ靜ｨ嶌+Rﾉwi5�/�:X-ﾈ*h,I6��

(2)自分や友達の作品について感想を発 表する｡ �*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

説明をよく聞いて,彫刻 ��+8/�,d(+8/�,ﾒﾄ5B�前方に注目しやすいよ ��+8/�,d*H+8/�*｢ﾉ(ﾒ�

刀の安全な扱い方を理解す �,�(ﾙmｨ+�+な.h+ｸﾊ�.(詹ub�うに,コの字型の座席か 冦ｨ+x.倬隴H*ｩ�ﾘ*h+ﾔ��

ることができる. �-�/�+X,I��k�/�[x*(,H*(,��ら,前方を向いた座席配 �*�+Rﾉ��k�,ﾈﾎ9Kﾈ,ﾘ詹ub�

い○ (9月25日) �'X,兔��+X+ﾘ�ｲ��ﾈ�#Y?｢��びが見られ,安全な扱い 方を完全に理解するに至 らなかった○(9月28日) 



2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(鶴田教諭: 7/13実施　総合的な学習の時間授業研究会における視聴覚機器の使用を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

説明をよく聞いて,彫刻 ��+8/�ﾄ(+8/�,ﾒﾈﾙYL"�授業研究会で,視聴覚 ��+8/�ﾄ(+8/�,ﾒﾉ<r�

刀の安全な扱い方を理解す �,冽i5�/�麌+X+ﾘ���4ｨ�ｸ6��機器を活用した説明に対 冖�,ﾈ吠�ﾈ/�ﾜXﾎ8-ﾈ,X�(b�

ることができる｡ �/�ﾆh麌+x.�,h+X,�.x*ﾘ,ﾙ(ﾒ�して生徒の関心が高い様 �+X,Hﾊ�.�+�,h*ｨ,X*ｲﾉ<r�

目しているが,後半は注意 倡�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ+�,h/��8*��明のとおりに,彫刻刀の 

がそれて,内容を十分に理 冏ｸ�ｼh,X.�wi5�/�麌+X+ﾒ�安全な扱い方の要点を理 

解できていなかった｡ (9月28日) �i�ﾈ/�8(6ｨ5��ｸ,�h+Rﾂ�ｭHｽ�,X雕ｦ�4�,凉ﾘ��,X*ｲ�.�.h*H,�+X+ﾘ�ｲベﾈ��9?｢��解して,制作する姿が見 られた○ (10月4日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

めあてを意識して制作活 做冓h,X,ﾉ�X.云H.�,ﾉUﾘ幵�観点に沿って振り返る 豫�5�,��,�,Bﾉ�xﾞﾉ7"�

動に取り組み,終末で振り �*ｪ(ｮi*8.�-ﾈ+X+ﾘ�ｺ2ﾊ(�2�ことができるとよいとい �(h,ﾈﾞﾉV�/�ﾊ�+ﾘ.にgｸ鰾�

返りを行って,次時につな 偃�,�,X*ｸ-ﾈ+X+ﾘ�ｺ8,h*(*B�う意見を受け,観点を示 �,ﾈｨ�:�/��ｨｴ�+X+ﾘ.�+X,B�

げることができる○ 亅I�ｨ*ｩ�ﾘ*ﾒﾈ鵁鳧,�,(,�*｢�し,制作途中の作品を見 儷ﾘ廁/�ｴﾉ?ﾈ,X*ｸ+ﾖ�����ﾈ纖?｢��

る振り返りになっていな �+ﾘ.にgｸ鳧,ﾈｨ�:�/��ｨｴ��

かつた○ (10月4日) �+X+ﾘ.�+X,IUﾘ廂Uﾈ,��ﾘ�ｲ��(,YUﾘ廁/�ｴﾉ?ﾈ+x.�.h*B�,�+X+ﾚ����ﾈ�#I?｢��

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

本グループの生徒は,初めて木版画を経験することから,木版画の制作の手順や,彫刻刀の

安全な適切な扱い方について,繰り返し指導を行うことで基礎となる知識と技能の習得を図っ

た｡題材開始の9月には,要点を示した写真カード等の視覚的な教材も使用したが,生徒の注

意を向けたり,集中力を持続させたりすることが難しく,内容の理解についても十分ではなかっ

た｡そこで,今までの美術科の授業研究会の記録を振り返ったり,授業研究会で意見をもらっ

たりする中で, ①cTや友達とスムーズに関わることができるよう,活動内容に応じてに座席

配置を変えること(人とのかかわり), ②説明を集中して聞いて

理解できるよう,生徒の興味･関心が高い視聴覚機器を有効に活

用すること(教材･教具とのかかわり), ③一人で準備･制作･

片付けの一連の活動に取り組み,制作に集中できるよう,活動の

流れや材料･用具の管理の仕方を習慣化すること(自分とのかか

わり)を中心に改善を行った｡その結果,生徒は視聴覚機器を使

用した説明に注目し,主体的に材料･用具の準備や制作に取り組

む姿が見られるようになった(写真4-5)｡
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写真4-5　用具を準備する様子



2　生徒の変容

Aさんは,活動の要点を写真やイラストで視覚的に示すなど,視

覚的な手掛かりがあると,一人で活動に取り組むことができる生徒

である｡しかし, 1学期に行った描画の学習では関心や積極性があ

まりみられず, 9月の本題材の導入時には,よそ見をしたり,ぼん

やりとしたりして,活動内容を理解して取り組むまでに時間が掛か

る様子が見られた｡そこで,常にCTや黒板が視界に入る座席配置　写真4-6　彫刻刀で彫るAさん

(コの字を基本に,机を斜め前に向ける)にして,興味･関心が高い視聴覚機器(モニター画面)

を用いて制作の手順や要点を説明した｡さらに,彫刻刀などの用具を一式を一人ずつ用意し,用

具の準備の手順や机上での配置,安全な彫刻刀の持ち方や手の位置などを視覚的に理解できるよ

うに留意しながら指導を行った｡その結果,テレビ画面に注目して,説明を最後まで聞き,説明

後は自分から用具を準備して,一人で集中して制作に取り組む姿が見られるようになった｡また,

自分で彫刻刀の持ち方や動かし方を工夫したり,版の向きを変えたりして試行錯誤する姿も見ら

れ,下絵の線を,より正確に彫ることができるようになった(写真4-6)｡

Ⅳ　活用場面の様子

1学期の題材｢友達や先生をかこう｣では,美術の表現活動でよく使用する水彩絵の具の準備･

片付け,混色の方法,彩色の方法の基礎の習得を図り,できるだけ一人で制作できるように指導を

行った｡本題材の｢版画で表そう｣は,題材設定に当たって,刃物の安全な扱い方を身に付けるこ

とで,他の教科等や生活において活用場面の広がりが期待されることや, 1学期に学習した水彩絵

の具の活用としての意義から,多色刷り木版画を扱うことにした｡ 4月のBさんは,教師の言葉掛

けで絵の具の準備を行い,教師を呼び止めることも多かったが,本題材の刷りの活動においては,

スムーズに準備を行い,混色の際のみ教師に確認をして,写真を

参考にしながら一人で版に絵の具を塗って刷ることができた｡ま

た, 1学期は絵の具に混ぜる水の量が多かったが,水の量が多す

ぎるとうまく刷ることができないことに気付き,教師の助言を受

けながら水の量を調節できた｡このように, 1学期に習得した水

彩絵の具の扱い方を,版画でも活用して,主体的に表現活動に取

り組むことができた(写真4-7)0
写真4-7　版を刷るBさん

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

美術科での本実践では,制作の手順や材料･用具の適切な扱い方を理解し,見通しをもって,坐

徒一人一人が主体的に制作に取り組むことができる授業づくりを目標に取り組んだ｡多様な教科等

の授業研究会を通して,より多角的な視点から授業について語り合うことができ,美術科の教師の

みの授業研究会では得られないであろうアイデアが授業改善に結び付いて生徒の変容として見られ

た｡課題としては,題材設定の妥当性や美術科の視点で指導方法について話題になることが少なかっ

たため,小学部からの指導の系統性を考慮した指導内容の精選や題材設定を行うとともに,挙部や

学校を越えて,図画工作･美術科の専門性を有する教師との研修や情報交換を行い,指導方法の改

善に結び付けることが必要であると考える｡

-75-



高等部　数学科

題材名｢比例｣

授業者:今　　　村　　　　　広　　　海

対　　象:Dグループ男子4人　女子2人

実践期間:平成　2　4　年　4　月　～　6　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)一方の量が2倍, 3倍･ ･ ･になると,他方も2倍, 3倍に･ 〟 ･となるという関係に着

目し,比例の性質を理解することができる｡

(2)比例の表やグラフを作り,求めたい数量を薄くことができる｡
I

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1伴って変わる二つの量と倍と割合の復習をする｡ ��做ｹ;霰��｢�2 

(オリエンテーションと既習事項の復習をする｡) 儂I~�/�ｧx-H+ﾘ-�,ﾈｮ��(/�輊*"��+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

2比例とそのグラフについて知る○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�3 

(実験を通して比例の性質やグラフについて学 儂I~�,亊h+x.舒��(馼ﾘ�/�yﾘ���

ぶ｡) �,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

3学習のまとめをする｡ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�2 

(比例の性質を使ってグラフによる課題解決をす 儂I~�,ﾉUﾈ.(4�8�7H,ﾉ�ｸ�/�ﾂ�

る○) ��x,ﾈ��.�,ﾉ�I|ｨ,ﾈｭhﾅx,�,(*(,B�咎w�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

身の回りの数量を量つ ��+8/�,ﾒﾉ[h�.(42�イラストに加え,具体 ��+8/�,ﾒﾈ齪.x�+2�

たり,文章を読み取った �8�5�6x+�*�,X,ﾒﾉn)���物を準備した○実際に触つ �.)+x+8/��ｨ.な+ｸ.ｨ/��

りして,表に整理するこ �,ﾉyﾘ��*ｩ>�+X*ﾒﾉ}x,ﾂ�たり持つたりすることが 儷ﾈ,亢ﾉ?ﾈ+RﾉJﾙUﾈ+x.��

とができる○ ��i6ｸ/���ﾖﾈ,�+X,H��*ｲ�できるようにし,ものの �+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,��

写すだけで終わってし �+x+8.(�+2ﾈﾏｨ+99�/��ﾂ�なった○ (5月1日) 

まうo (4月23日) 亅H+X+ﾘ.に�ｨ,�+ﾘ.�,X*ｲ�.�.h*H,�+X+ﾚ����紕ﾓ�4"�スﾈ��?｢��
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2　授業研究会(参加者)を通して行った改善

(東屋敷教諭: 5/8実施　国語科授業研究会｢丁寧な言葉を使って伝えよう｣を参考にした｡ )

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

比例の性質を利用して, �(+8/�,ﾒﾈ8��ｸ4�5h�ｲ�授業研究会で,個に応 偖y(h+X,H攣��,偃h.��

求めたい数量を導くこと �6x,���*ﾘｴﾉ?ﾈ+x.�+�,b�じたワークシートの工夫 ��x-ﾒﾉZｨ*�.x,�*)n)���

ができる○ �*ｩmｩ4�,h,�.な+ｸ.ｨ*｢�が必要ではないかと意見 �/�ｻ8踪,���,ｸ+ﾘ.な7��

終わるとそわそわし, �/��8*�(+8/�,ﾈ8��ｸ4��ントを参考に考えたり 

見直しをすることもな �5h�ｸ6x,ﾉ�ﾙn(,ﾉ>�Y7�/��する様子が見られるよ 

かつたOBさんにとつ 傅ﾘ+Xﾘ(*ﾘ+X+ﾘ�ｸ+h,�*ﾘ.��うになった.そして, 

て易しい問題であると 冢)��/���*ﾘ.h*Hﾋ駢Hｧﾈ*��比例を性質を利用して, 

思われる内容でも,間 �/�+X+ﾘ.ぬ(,�+｣�8/�n"�求めたい数量を求めら 

違いが見られることも �*"ﾈ��9ｨ,ﾉyﾙu(/���k�+2�れるようになった○ 

あった○(5月7日) �+�+ﾘ.�+X+ﾘ�ｲスﾈ���?｢��(5月16日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

生徒同士で話し合いな �8+8/�,ﾒﾉ�(ﾘx*)(b�記録役や進行役な ��俎8,h+X,H齷Zｨ,ﾈ�8ﾊ�/��

がら,表やグラフを完成 �,價ﾘﾋ�+x.�.�,ﾈ,ﾂﾉ�ﾂ�どの役割を与え,責 偸�-x,�*ｨ.rﾉ�ﾈ,ﾉ�i6ｸ,�2�

させたり数値を予想した �,ﾉ�i6ｸ,ﾈ�8ﾊ�/�[x*ﾘ,b�任感をもたせたらい 佛ｨ/��X.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾚ��

りする○ �*ｸ,�,ﾒﾈ�(h+X,H*(,��いのではという意見 �-ﾈ+ﾒﾈｴﾉ�ﾅx/�+x.�+�,h,R�

い様子が見られた○ (5月10日) �*ｨ�+8.ｨ+ﾘ�ｹ�i6ｸ,ﾂ����H/�ﾖﾉ{h+X,Bﾉ���ﾘx*(ｨ�:韜�,冩�ｨH/���ﾙ.�+X+ﾖ�Xﾈ��Y?｢��他の生徒の意見を最後まで 聞くことができるように なった○ (5月16日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

4月, 5月の授業では,毎時間の学習過程を,ワークシー

トによる前時の振り返り-本時の学習課題の把握-グルー

プに分かれての課題解決の学習-ワークシートによるまと

めと,各過程を明確にすることで授業-の見通しがもちや

すいようにした｡授業に慣れてくると,自ら前時のワーク

シートを振り返るなどの様子が見られるようになってきた｡

しかしながら,授業の様子をVTRで振り返ってみると,

写真4-9　ワークシートに取り組む様子

ワークシートによる導入やまとめの

場面では,隣の生徒の解答を書き写すだけの生徒や,グループでの活動では,ほとんど発言でき

ない生徒がいた｡そこで,授業研究会で意見をもらい,改善策として①生徒の実態に合わせたワー

クシートの使用(教材･教具とのかかわり), ②進行表や役割分担をした話合い活動(他の生徒

や自分とのかかわり) ③導入場面での｢倍｣の意味の再確認(教材とのかかわり)を設定した｡

その結果,主体的にワークシートを解いたり,生徒同士で教え合ったりする様子が多く見られる

ようになってきた｡ ｢倍｣の意味をイラスト付きの問題で確認することで,倍の計算の意味を視

覚的にも理解し,比例の問題にスムーズに取り組むことができるようになってきた｡また,進行
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表を使ったり役割を明確にしたりすることですべての生徒が発言できるようになった｡

2　生徒の変容

Dさんは,入学当初,数学-の苦手意識や自信のなさもあり,始めや終わりの挨拶以外で声に

出して発表することはなかった｡発表する場面では下を向いてうつ向き,教師と目を合わせない

ようにしているようにも見えた｡また,グループ別での話合い活動中には一言も発言することが

できなかった｡そこで,話合い活動時は記録係の役割を与え,進行表に従って,記録係として発

言する機会を設けたり,グループの代表として発表する場面を設けた｡すると,進行表に従って

声に出して発言したり,グループの代表として表やグラフ

を描いたり,発表したりすることができるようになった｡
)

導入やまとめの場面でも,自分の解答に自信ある時はしっ

かり教師の方を見て,発表を促すと,声に出して自分の解

答を発表できるようになった｡保護者との連絡帳でも, ｢数

学の話を家庭でするようになりました｡｣などの記入も見

られた｡夏休みの課題でも例題や1学期のワークシートを

参考しながら積極的に取り組んだ様子が伺えた｡ 写真4-10　発表するDさんの様子

Ⅳ　活用場面の様子

本単元の最後の授業において,これまで学んできた比例の考えを使って,釘の重さから釘の本数

を予想し,考える場面を設定した(段階的設定)｡釘の本数から重さを求めることができるように

なってきたEさんにとっては,少し難しい課題であると思われたが,既習事項や教師のヒント,さ

らに,グループでの話合い活動を参考に解決に向かってほしい課題であった｡記録係として,グルー

プ全員で測定したデータを積極的に表に書き込み,比例の関係であ

ることを確認後,実際には測定していない数値も含め,それをグラ

フ化することができた｡グラフの読み取りについては,縦軸の重さ

に注目するという教師のヒントを受けて,グラフから本数を導き出

すことができた｡実測したり,計算式に当てはめたりしなくても,

グラフから傾向をつかみ,求めたい数値を導くことができた｡ 写真4-11グループ活動の様子

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

授業研究会を通して,他の授業での生徒の様子や有効な手だて等を確認したり,様々な角度から

のアドバイスを受けたりと,授業改善のために効果的であった｡課題としては, ｢比例｣における

活用場面の並行的設定を,どのように行うかである｡学んだことを生活場面で使用できるように設

定することで,学習したことの定着を図りたい｡

数学は,抽象的な思考が苦手である知的障害のある生徒にとって,失敗経験を積み重ね,自信の

もちにくい教科となっていることが少なくない｡本実践を通して,数学の楽しさや良さを伝えるこ

との難しさを改めて感じた｡しかし,生徒が,今自分のもっている力でできた経験を積み重ねるこ

とが,数学-の自信を回復し,生き生きとした表情で数学を学ぶことを可能にすることを実感でき

た｡今後も,知的障害のある生徒にとっての数学の意義や価値を,実践を通して追究していきたい｡
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高等部　国語科

題材名｢丁寧な言葉を使って伝えよう｣

授業者:東　　　　屋　　　　敷　　　　　　　卓

対　　象:Dグループ　男子4人　　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　4　月　～　6　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)自分で状況に応じた敬語を考え,その使い方を理解することができる｡

(2)友達とのロールプレイを行い,振り返りを行うことで敬語を状況に応じて適切に使って話

すことができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�
1丁寧な言葉を知ろう 幽�;霰��｢�2 

(I)丁寧語について知る○ 儿�&�,ﾉ�hｨ�,ﾉ(h,X.h*ﾙw�*"�

(2)尊敬語について知る○ �.x.ｨ.�)ｩDｨ,依駢H/�ﾖﾈ*h.��ｲ�

(3)謙譲語について知る○ 俾兒ｨ*ｩ5�X,h,�,�+ﾘ�ｨﾘx,b�

(4)敬語の意義について考えるo 亶�,�,�,�+ﾘ�ｨﾘx,X,ﾈ.h.��ｨ吮�+X*(ﾋ駢Hﾊﾘ*(/�&ﾘ.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

2丁寧な言葉を使って伝えよう① ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�6 

(1)丁寧な言葉を意識して,接客場面における ��ｨｷ��ｩlｨ,X,ﾉ)ｩDｨ,依駢Hﾊﾒ�
ふさわしい言葉遣いを考える○ �*(,�,(*(,Hﾖﾈ*h.��ｲ�

(2)丁寧な言葉遣いを用いて接客の練習(ロー �8ﾘ�ｸ8ｸ7h8ﾈ48/�,ｨ+X,I�ｨｷ��
ルプレイ)をする○ �,ﾈ�ｨ,��+h+ﾙ)ｩDｨ,依駢H/�誡�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

3丁寧な言葉を使って伝えよう② ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�

(I)丁寧な言葉を意識して,面接におけるふさ 冤ｩ�ｨ�ｩlｨ,X,ﾉ)ｩDｨ,依駢Hﾊﾒ�
わしい言葉遣いを考える○ �*(,�,(*(,Hﾖﾈ*h.��ｲ�

(2)丁寧な言葉遣いを用いて面接の練習(ロー �8ﾘ�ｸ8ｸ7h8ﾈ48/�,ｨ+X,Ilｩ�｢�
ルプレイ)をする○ �,ﾈ�ｨ,��+h+ﾙ)ｩDｨ,依駢H/�誡�*H+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の具体的改善策(一部抜粋)

1　授業担当者で行った授業改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���
ロールプレイを行 冲i$(,ﾉJﾙUﾈ/�ﾊ�+ﾒ�生徒白.身がお互いを �(+X,�*�.��ｨ訷,ﾂ�

う時には,自分や友 亅I�ｨ*ｪ)|x*�,(+ﾘ,R�｢言葉遣い｣,｢声量｣, 冦ｨ/�ﾊ�,I�(/�+X,H*"�

達の発表を見て,具 �+x�ｺ2ﾊ(*(*(,X+x�ｺ2�｢視線｣,｢表情｣の4 �-ﾈ+X+ﾖ�2ﾊ(.�*H昮�

体的な観点に沿って �,ﾈｫI�ｨ*ｩ�ﾘ*ﾒﾉyﾙu"�項目で評価し合うことで �+Y�X*ｸ,��ｨ+�,i6�.ﾒ�

振り返ることができ �/���,ｸ,H.�,x+�*ｨ.b�観点を明確にできるよう �.�.(+x*(,h輊*(-ﾂ�

る○ �*�,(+ﾘ,ﾈ*�*ｩk隕ﾘ,��にした○ �+x�ｺ8,�,x,ﾈｾ��ﾉ4��

なっていない○ (5月1日) 們ｩ�紕ﾓ�)Uﾘ廂Uﾂ�スﾈ繪?｢��な意見が多く聞かれ るようになった○ (5月11日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(今村教諭: 5/10実施　数学科の授業研究会｢比例｣における話合いの工夫の意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

相手の意見も受け �<�.�,ﾉ�i6ｸ,ﾉJﾘﾋ��話合い活動では,少人 �ｩ�ﾈ自�ﾈ*ｨ齷Zｨ,ﾂ�
入れながら自分の意 �*ｩ�ﾘ*ﾒﾉ�i6ｸ,ﾉ�ﾘ*ﾒ�数グループ(3人組)を 冩�ｨH/�惠+ﾘ+ｸ*H,h+r�

兄も適切に伝えるこ �*ｩ�(ﾘx*(,伜���,X*ｲ�編成し,役割を明確にし �.��ｩlｨ*ｩ�ﾘ*ﾘﾊ�.x.｢�
とができる｡ �,H*(,�**��スﾈ繪?｢��て話合いを行うようにす �.�,h,h.�,��8醜*ｨ齟�

る｡ (5月11日) 兒ｨ,ﾈ�8ﾊ�/�JﾙUﾈ+x.��.h*H,�,�,�+ﾒ��スﾈ��Y?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

場に応じた言葉遣 佝夷ｨ/�諄,�,I�(+r�生徒が今まで経験し �(+ｸ.ｨ.h.�+�,ﾈﾆ夷｢�
いについて考えるこ �+�,h*ｨ,X*ｸ.��i6ｸ*｢�たことのあるような場 �,ﾉ_ｸ*ｨ*(*(,h輊*(-ﾂ�

とができる｡ �-�,h/�,x,X*�.�ｩ_ｲﾂ�を設定することで,イ �+x�ｺ99�,ﾈ.h.粟��ﾉ4��

場に応じた使い方が �8�ﾘ5x*ｨ+X.(+x*ﾒﾈﾆ��な敬語の使い方やその 
できていないことも 佩ｨ,ﾉTｹwi�ｸ/�.h.悪H+b�意義を考えた発言が多 

あるo �.x.ｨ.�.h*H,�+x.���く見られるようになっ た｡ (5月1日) 

(4月23日) 茶Hﾈ�#Y?｢��

ワークシートを用 �8��ｸ4�5h�ｸ6x/�ｴﾂ�授業研究会で,個に 凩x,ﾉ��,ﾉ�i6ｸ,ﾈ8��

いて丁寧語の必要性 �?ﾈ+x.俤ｸ,凩x,ﾉ��,ﾂ�応じたワークシートの �4�5h�ｸ6x/�ｴ8,�+�+�,��

を考えることができ ��i6ｸ,ﾈ8��ｸ4�5h�ｸ6r�工夫があると良いので 俾兒ｨ*�.x8��ｸ4�5h�ｸ6r�

る○ �/��+ｸ*H,h+x.�+�,b�はないかという憲兄を �,亢ﾉ?ﾈ+x.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾒ�

が多く,自分から記 入することは少ない○ (5月1日) �.�.x,�+ﾚ��なってきたo 

(5月8日) 茶Xﾈ���?｢��

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

本グループは,敬語を使って話すことができる生徒がほとんどである一方,中には,場に応じ

た使い方ができていない生徒もいる｡本題材では,生徒が今まで経験したことのあるような場を設

定することで,イメージしやすく,敬語の必要性をより感じられるような取組を設定した｡具体的

には,自分の生活や現場実習で起こり得る可能性の高い場面を設定することで,生徒の日常生活に

即した敬語やその意義を考えられるようにしたいと考え,授業を展開した｡

ロールプレイの場面では,友達の発表を見た感想が｢良かったです｡｣, ｢いいです｡｣の感想が

多く,どこが良かったのかが分かりづらい現状もあった｡そこで,映像も活用しながら,生徒同

士がお互いを｢言葉遣い｣, ｢声量｣, ｢視線｣, ｢表情｣の4項目で評価し合うことで観点を明確

に評価できるようにした｡そのような取組を行うことで,適切な他者評価ができるようになり,

ポイントを押さえたアドバイスが見られるようになった｡また,自分のことも同じ観点で振り返

ることにより,自分の課題を適切に考えることができるようになった｡ (教材･教具とのかかわ

り,友達･自分とのかかわり)

話合い活動では,少人数グループ(3人組)を編成し,一人一人の役割を明確にして話合いを行

うようにした｡司会,記録,発表の役割を設定することで自分の役割を果たそうとする姿が見られ

た｡また,繰り返し取り組むことで,話合い活動にも慣れ,全員が自分の意見を率直に伝える等の

話合いの充実が見られるようになった｡ (友達とのかかわり)
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2　生徒の変容

Aさんは,日常生活において,時間,場所,理由など質問の内容に応じて適切に返答したり,

新聞記事を読んでその内容をまとめたりするなど,これまでの授業で学んだことを生活の中で活

用する姿が多く見られる｡また,敬語についても｢おはようございます｡｣, ｢ありがとうござい

ました｡｣等の基本的な敬語や, ｢です｡｣, ｢ます｡｣などの丁寧語を使うことができる｡しかし,

その一方,場に応じた敬語の使い方ができていないことがある｡丁寧に伝えることを意識し過ぎ

るするあまり,丁寧過ぎる言葉遣いになってしまうことがあり,産業現場等における実習の評価

表でもそのことが指摘されている｡そこでÅさんと評価表も活用しながら,自分の接客場面や面

接場面を映像で振り返り, ｢言葉遣い｣, ｢声量｣, ｢視線｣, ｢表

情｣の4項目で自己評価するようにした｡始めは自分に対して

厳しい評価も多かったが,良い点を適切に称賛してから課題点

にも向き合うことで,徐々に良い点にも自分で目が向くように

なり,次第に自分の課題を意識して取り組めるようになった｡
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写真4-13　Aさんの自己評価表

Ⅳ　活用場面の様子

本題材では, Åさんの個人目標に｢言葉遣いとともにその言葉を使う際の表情や気持ちも自分

で考えて使うことができるようにする｡｣が挙げられている｡そこで,国語科では,上述した言葉

遣いを意識した取組,総合的な学習の時間での発表場面,自立活動で｢ソーシャルスキルトレーニ

ング｣を活用した様々な場に応じた適切な言葉遣い,特別活動における学校行事での発表の場など

を活用して取り組むこととした｡

特別活動における学校行事では, Aさんは児童生徒会長であるため,発表の場面も多い｡年度当

初は,敬語を用いた丁寧な言葉遣いはできていたものの,過度な緊

張が見られ,発表を行う何日も前から練習を繰り返し行わなければ

落ち着いて発表できない現状があった｡そこで,国語科や自立活動

での取組を各行事でも生かせるように取り組み,定型の文章を参考

に繰り返すことで2学期の学校行事では,練習する時間が短くても

適切な言葉遣いができるとともに落ち着いて取り組めるようになっ

た｡

○ �� 尼ﾂﾒ�I t 読 俥R�

I ＼ 

｢､ � ��.1.善一 

葵 �� 艇���

写真4-14　学校行事での様子

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

今回,国語科における取組とともに総合的な学習の時間,自立活動,特別活動,産業現場等に

おける実習とも連携し,活用場面を意識した実践ができたのではないかと考える｡また,自分の授

業の授業研究会や参加者として参加した授業研究会を通して,生徒の他の授業での様子や他教科で

有効な手立てを知ることで,国語科の授業においてもより有効な手立てを考えることができたのは,

とても効果的であった｡一方,今回の実践を家庭や関係機関と連携して取り組むことについては,

不十分であった｡今回の取組は,普段の生活の中での実践として取り組めることも多く,家庭や関

係機関と連携して実践することでより大きな成果を得られると考えられる｡今後は,より広い連携

を深めた実践を行っていきたい｡
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高等部　総合的な学習の時間

題材名｢現在の自分｣
授業者:鶴田智美　東屋敷卓　飯母有沙子

対　　象:高等部2年　男子5人　女子3人

実施期間:平成　2　4年　9　月　～ 1 1月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(I)夢の実現に向けて今できることについて考えることができる｡

(2)自分が考えたことを表現することができる｡

指導計画' 
次 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型〃活用型 倬隴B�
1夢の実現に向けて今できることを考える○ ��做ｹ;霰��｢�2 

(1)教師の夢をテーマにして,今できることを導き出す 冖(,ﾈ��ﾋｸ,ﾈ+ﾘ-�,鎚ﾚ�,X*ｸ.�+��

方法について話し合う｡ �,h/�;�*ｸ�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,��

(2)意見をまとめて今できることを提案する○ �+x.��ｲ�

2自分や友達の夢について考える○ ��乖駅�ﾅ��｢�6 

(1)自分の夢について振り返る｡ 俑�,X*ｸ.�+�,h/�齷Zｨ,Xﾖﾈ*h+ﾘ.��

(2)自分の夢の実現に向けて今できることを考え,ワ- 冲i$(,i�(+Xﾘx,�+ﾘ.�+X,Bﾈ8��ｸ4��

クシートにまとめる○ �5h�ｸ6x/�ｪ��ﾈ+8+�.���

(3)友達の夢の実現に向けて今できることを話し合う○ 

3現場実習での目標を壮行会で発表する○ ��做ｹ;霰��｢�4 

(1)導き出した今できることの中から,現場実習の目標 �7�5ﾈ5(98/�諄,�+ﾙJﾙUﾈ,ﾉ_ｹd�/��

を具体的に設定する○ 乂x�,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

(2)パソコンで発表用のプレゼンテーションを作成する○ 

(3)壮行会で発表する○ 
一人一人が導き出した今できることに対して,具体的に目標を設定して取り組むo 

四 滴���雲�ﾙ�檍/�+x.薬�【活用型】 釘�

(I)記録を基に,それぞれの実践を振り返り,まとめを �,X*ｸ.�+�*�ｩ�ﾈ,Rﾈ7�5ﾈ5(98/��

する.(発表プレゼンや原稿を作成する○) 俶x,�,IJﾙUﾈ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

(2)発表する. 

(3)自分や友達の発表を振り返り,感想を伝える○ 

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部抜粋)

授業担当者で行った改善 
目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分の好きな活動や 仆8踪*ｨ488�5�6x4ｨ�ｸ6��関心､の高いパソコン画面で 俾兒ｨ*�.x枴lｨ�8,ﾈ42�

取り組みたい活動を選 �/�ｽ�*ﾘ,倬ﾘ,�,H*(*�,�*��イラストを表示した○また, �8�5�6x,��x.ｨ,BﾈﾔH*ｲ�

択することができる○ �.ｨ,�����+x.倡�*ｨ*�-ﾈ.��手を伸ばして画面に触れて選 �,�.�,ﾈ/�����+x.�+�,b�

(Aさん,Bさん) 侈�.x.ｨ,�*(�ｲ�択できるように座席位置を変 �*ｨ,X*ｸ+ﾚ��

9月27日) 俔�+X+ﾓ��ﾈ���?｢��(10月10日) 

2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(佐藤教諭:7/19実施グループ作業授業研究会で出された,行動の理由に関する意見交換を参考にした｡) 

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

友達の夢の実現に向 �)fﾈ+�,�+ﾘ.x�ｸ�ｸ+r�グループ作業では,行動の �(�ｸ�ｸ+8/�,ﾘ+�.ｨ*｢�

けて話し合う場面で, �.��8,h齷Zｨ,ﾉzx�ｨ,X�2�理由を考える場面が設定され �;闕8+�*�.z�8,bﾉ�ｨ薰�

友達の立場で意見を述 佛ｨ/�6�*h.�+�,h*ｩ�ﾘ*(�ｲ��ﾈ�#y?｢��ていたことを受けて,自分の �,ﾉzx�ｨ,YJﾘﾋ�+x.�+�,b�

べることができる｡ 刪ﾓ見の理由を考えられるよう �*ｩ�ﾘ*ﾘﾊ�.x.ｨ.�.h*H,��

(Cさん) 凾ﾈ発問を行うようにした○ �,�,�+ﾘ�ｲ�

(10月10日) 茶��ﾈ��i?｢��
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3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���
イラストから自分の 禰+8/�ﾄX+8/�*ｨ齷Z｢�授業研究会で,選択す 禰+8/�ﾄX+8/�*ｨ齷Z｢�

意見を選択してワーク �,Y��/�+�.雨ﾘﾋ�+X+ﾘ.�+r�る機会をもつと増やして �*�.y�ﾘ*ﾙJﾘﾋ�+x.倡�*ｨﾊ��

シートを完成させるこ �.倡�*ｨ*�-ﾈ.位�.x.ｨ,��はどうかという意見をも �.x.｢ﾈ8��ｸ4�5h�ｸ6x/�ｪ��

とができるo (Dさん,Eさん) �*(�ｲ��ﾈ�#y?｢��らい,グループを分けて 少人数にし,選択して発 言する機会を多く設定し たo(10月10日) ��ﾈ+8+�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ����ﾈ��i?｢��

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

夢の実現に向けて今できることを考えやすくするた

めに,段階的に思考を深めることができるようなワー

クシートを使用しながら取り組んだ(写真4-15)｡学

習を積み重ねていく中で,｢こんなことができるかも｡｣

と自分の意見を言ったり, ｢こっちができる｡｣とイラ

ストを選択しながら決めたりする姿が多く見られるよ

うになった｡このように,生徒が思考したり活発に意

集中して効率的

寧÷粒ヾ

好､tT,

イ動く&､㊦

体力わ傭

四囲園田

匪堅固

ノ｣

-　尿素

竺謙･･/三竜

写真4-15使用したワークシート

兄を交換したりする姿が見られるようになった理由の一つとして,友達のワークシートを基にし

て全員で考える場面で,自分の出した意見が反映されているということを分かりやすくするため

に,出した意見に自分の名前も書く(自分･友達とのかかわり)ように改善したことが挙げられ

る｡この改善から,自分の意見が人の役に立っていることを実感しやすくなり,その喜びが友達

のことを真剣に考えようとする意欲につながったと考えられる｡現場実習に向けた壮行会では,

自分の夢とその実現に向けて実習先で頑張ることをパソコンを使って発表したが,一人ではなく

友達と協力して考えたということもあり,自信をもって堂々と発表する姿が見られた｡

2　生徒の変容

Cさんは,上記(写真4-15)のようなワークシートを使用することで,自分の夢である｢飲食

店で働くこと｣を実現するために, ｢体力を付けること｣, ｢時間を守って作業すること｣など,

今できることをほとんど一人で導き出すことができた｡そこで,友達の夢の実現のために今でき

ることを一緒に考える場面を設定し,友達の立場に立って提案するように伝えたが, ｢僕はこう

します｡｣と自分の立場で発言する姿が見られた｡その背景として,相手の立場に立っことの意

味が十分に理解できていないことが推測されたため,相手の得意なこと,苦手なことを踏まえて

考えるように伝えたところ, ｢○○さんはこんなことが得意だから,こうしてはどうですか｡｣

と,相手の立場で提案する姿が見られるようになった｡

Fさんの夢は,好きなお笑いの芸人の｢000に会いたい｡｣であり,今できることについて,

提示されたイラストの中から選んだり,友達から意見をもらったりして検討した｡亘さんは,こ

れまでに教師や友達の夢をテーマに取り組んだことを生かして,自分からイラストカードを選択

し, ｢○○をする｡｣と言いながらイラストを貼り付けたり,友達からの提案に対して, ｢やって

みたい｡｣と言ったりして積極的に取り組む姿が見られた｡夢の実現に向けて,働いて給料をも

らわなければならないとの意見から, ①作業学習や現場実習を頑張ること, ②家庭での役割(食
t

器の後片付け)をして小遣いを貯めることの二つの目標を設定することができた｡
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表4-1Cさんの目標達成の推移 

個人目標 俾兒ｨ.)ti$(,ﾉk(,���+X,Bﾈﾚ�,X*ｸ.�+�,h/�ﾖﾈ*h,Bﾈ8��ｸ4�5h�ｸ6x,�-ﾈ,h-�+ﾘ.にJﾙUﾈ+X+ﾘ.�+r�
ることができる○ 一一一一一一一一_ 儷ﾘ幵�授業の様子 

9月21日 ��ｲ�自分のことについては発言するが友達のことを考えた発言はないo 
10月9日 ��ﾒ�グループを8人から3人に変更したo自分から進行役になって,友達に問い掛ける姿が 

見られた○ 
10月16日 ��ﾒ�ワークシートを使用して,夢の実現に向けた今できることを一人でまとめることができ 

た. 

◎十分に達成できた

Ⅳ　活用場面の様子

Cさんは,事業所で現場実習を行ったが,自分の夢である

飲食店で働きたいことについて自分から話をしたり,夢の実
)

現に向かってどうすれば良いかを尋ねたりするなど,自分の

夢に向かって頑張ろうとする姿が見られた,と実習先から報

告を受けた｡これまでに行った2回分の現場実習の評価と比

較すると, ｢汚れたところに自分で気付き,雑巾で拭いてい

た｡｣築,作業に対する積極性において変化が確認された｡

○ほぼ達成できた　　△達成できなかった

瞳二㌢ �� ÷ 竿や類 

i∬ ( 剩�簫ﾒ���"�

888m一一 一J.予i∴ 剪�∴ヽ∴-＼ ～ 

+. ��

∴∴ �� 放H�(�8*ｸ･ﾒ�

写真4-16　実習先でのCさんの様子

また,夢の実現に向けた経過報告を学級で行った際に,家庭で料理を作ったことを発表し, ｢母親

が喜んでくれたので,また作ってみたい｡｣と,家族が喜んでくれたことがCさんの達成感になり,

夢を実現させようとする前向きな姿勢を感じることができた｡

また, Fさんのお笑い芸人に会うという夢を段階的に実現できるようにするために,本人と担任

が話し合い,前項で述べた①, ②に対しては,お笑い芸人のDVDを友達と一緒に見ることを目指

して取り組むことにした｡具体的には, 10月下旬から11月上旬までの期間において, ①の実習先の

福祉施設で作業に最後まで取り組むことができたら支援員からシールをもらえるようにした｡そし

て,一定量たまったシールは, DVD試写会のチケットに交換できる

ようにした｡ ②の家庭で行う食器の後片付けについても,実行できた

ら保護者からシールをもらうという同様の方法で行った｡その結果,

実習先の支援員から,シールが増えることに喜んでおり,自分から作

業に取り組むことができたと,報告を受けた｡家庭からは,母親が言

わなくても自分から食器を片付ける等,意欲的に取り組んでいると連

絡があった｡

写真4-17家庭でのFさんの様子

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

今回,夢を実現するために今できることを,ワークシートを用いて段階的に考える取組を行っ

たが,友達と協力しながら一人一人が｢今できること｣を導き出すことができた｡また,他の教科

を担当している教師と一人一人の生徒の夢について共通理解を図り,各教科等の目標と夢を関連さ

せて授業を行った結果,これまで以上に学習意欲が高まり,積極的に学習に参加しているとの報告

があった｡このことから,総合的な学習の時間で夢を取り扱う題材を設定することの大切さや,一

人一人の生徒の夢の実現に向けて教師間で共有･連携しながら取り組むことの重要性を感じた｡

課題として,生徒の実態差が大きいため,ワークシート等の個別の指導及び支援を更に充実させ

る必要がある｡一人一人に応じた手立てやグループ編成などについても検討していきたい｡また,

学校全体としての総合的な学習の時間の指導計画の改善も行っていきたい｡

-84-



高等部　作業学習

単元名｢,ふようまつりに向けて製品を作ろう｣

授業者:宮内文久　川添直人　渡邁千鶴　飯母有沙子

対　　象:木　工　班　　　男子5人　　　女子3人

実践期間:平　成　2　4　年　9　月　～　1　2　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標

(1)時間一杯集中して製作することができる｡

(2)良品製作に必要なコミュニケーションを行う等,友達と協力して作業に取り組むことができ

る｡

(3)用具の効率的で安全な扱い方や,良品を作る技能を身に付けることができる｡

(4)良品を作る必要性や良品作りのポイント,自分の課題を踏まえた具体的な目標設定や反省の

仕方などを知り,作業に生かすことができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1ふようまつりについて知るo ��做ｹ;霰��｢�3 

(オリエンテーション) �-8.h*H-ﾈ,(.�,ﾈｯｩ?ｨ.)zﾈ.ｨ,�,x/�&ﾘ.なｾ��ﾉ4�,盈｢�

標設定と自己評価ができるようにする○ 

2基本製作をする○ ��做ｹ;霰��｢�20 

(分担や手順の理解,技能を高めるo) 冦慰�,亊h+x.亰ｩEﾈ."ﾉ_�ﾙ�9�,ﾈﾞﾈｼi�I7�/��x,儻H*��

ることができるようにする○ 

3応用製作をするo ��乖駅�ﾅ��｢�32 

(良品を効率よく製作する○) 做ｹ;�+X+ﾘｵｩEﾈ.)_�ﾙ�9�,ﾈﾞﾈｼi�I7�/�咎w��ｸﾞﾈ,乖駅��

できるようにする○ 

四 滴ｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+x.停�【習得.活用型】 ����(販売準備,反省をする○) ��ｹV�,ﾉ^��X.(ｾ��ｸ,ﾈ竧宜*"ﾉ�ｨｷ�,�,x/��x,儻H*��

自分たちで運営できるようにするo 

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分の目標が詳しく ��+8/�,ﾒﾈ齷Zｨ*ｨ+r�ホワイトボードを ��+8/�*｢ﾉTｹwh,��

分かり,作業に取り組 �.�+�,h*ｩZｨ*�.x+�,陳�用いて,個人目標を �;仞�/�齷Zｨ,YKｹ&h+R�

むことができる○ 俾偃Y4�,為9:�*ｨﾊ�.x.｢�各自が確認できるよ �,Iw��8+Rﾊ(ｧ�/�ｭｸ*ﾒ�

ず,友達や教師の言葉 �*H,�+X+ﾘ�ｹ[h鬨.(��できました○｣等,冒 

掛けに頼っている様子 ���*ｨﾊ�*h.��ｨ�,佝b�標を理解して作業に 

が見られる○ 俾h+X+ﾘ�ｲ�取り組む姿が見られ 

(9月6日) 茶佇���?｢��た○(9月24日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(四元教諭: 10/24実施　美術科授業研究会｢版画で表そう｣の環境設定の意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

用具を一人で準備し �5x､ｨ鳧,�(+8/�,ﾒﾂ�美術科の授業研究会 �(+8/�,ﾒﾈ齷Zｨ,Xﾊ��

て,安全に使用するこ 傀�OX,ﾈ竧.逢ﾈ*�.�,倬��で,道具の配置の工夫 �,I;仞�/�竧.�,俎8*ﾘ�｢�

とができる｡ 亊H*ｨｧﾈ*�.��*ﾈ,H*(.������ﾈ�#I?｢��が共有されたことを受 け,本授業でも用具配 置場所の整理.変更, 写真と文字の掲示を追 加した｡ (11月9日) 傀ｨ*ｩZｨ*�.な��OX,h+ｲ�,ﾈﾎ8,ﾈﾞﾈｼh,偃h.逢ﾈ*��.倬隴H*ｩ�ﾈ*ﾘ,�,�+ﾘ�ｲ����ﾈ��)?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

時間一杯作業に集中 �8+8/�,ﾒﾈﾊIh�,ﾈ襭�自分で触って分か �8+8/�,ﾒﾈﾊIh�*｢�

することができる○ ��8*ｨ.�,ﾈ�9�H/�ﾈｻ8蹌�る支援ツールの再活 做�.ﾘ,�+ﾘﾎ8,侘H-�ｧﾂ�

に尋ねて確認すること 冽��ｸ-ﾈ+ﾒﾉ_�ﾙ�,ﾘ+��ける回数が減り,自 

が多く,作業に集中で �+にJ�,�?ﾈ.ｨ,H鵁,ﾂ�分から,作業を次々 

きず作業量が少なく 侈Ih�ﾞﾈｼh,�ｨ.�.h*B�に進めることができ 

なっている○ �,�+X+ﾖ��るようになってきた○ 

(10月30日) 茶��ﾈ纖?｢池�(11月12日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

生徒は,精一杯作業に取り組んでいたが,自分が

したことや,できたことを伝えることが難しい様子

が見られた｡そこで,移動式のホワイトボードを使

用して,自分の目標が分かるように個別に目標を確

認し,作業中も確認できるように,作業している場

所の近くに掲示するようにした(写真4-18)｡すると,

自分がしていることがより詳しく分かったり,作業

中に｢つるつるになりました｡｣と報告したり,振り

●一°一°""〇〇°"●~∴〝● 劔 �� 

ヽ 勍I "話＼ ��

謀_ �-.∴t ��"�$梯�
i:讃ミ羊 
一一三二㌦ 剪ﾒ���

+. 湿. 劔剳s｢∴ ●I ～ 

褒 一二一一▲ � ���� ��2�

写真4-18　目標を確認するAさんたち

返りのときに, ｢2個磨きました｡｣等発表したりして,自分から,作業内容やできたことなど

を,より詳しく伝えられるようになってきた｡

しかし,作業の様子をVTRで振り返ってみると,用具の準備に時間を費やし,活動時間が

短くなっていたり,他の学習場面のように,学習に集中することができていなかったりする生

徒がいた｡そこで,授業研究会での意見や,授業担当者間でその原因を考えていく中で,改善

策として, ①用具の配置と掲示の仕方の工夫(教材･教具とのかかわり), ②活動量の増加(敬

材･教具とのかかわり,自分とのかかわり)が挙げられた｡この2点を中心に改善を進めた｡
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すると, 11月には,作業用具を自ら取り出し,準備に掛かる時間を短くできるようになり,よ

り長時間,集中して作業に取り組む姿が多く見られるようになった｡

2　児童生徒の変容

Bさんは,作業を始めると,目標に向かって,時

間一杯作業を進めることができていた｡一方で,ど

の用具が必要で,その用具がどこにあるのかが分か

らない等,準備や片付けに多く時間が掛かっている

姿が見られた｡そこで,用具を配置する場所の整理,

写真と文字の掲示追加を行うと,自分で道具がある

場所が分かりやすくなり,使う道具を自分から取り

に行ってそろえる姿や,準備や片付けの時間が短く

鶴 僮TTr Si∴ヽ5.. ←一一 

∴i､ -捷鶏 凵�-〇°● 辻韶x+�+��

窃 �� �� 

ヽ了_ 

千 ti. 刋�-B���%�ｪ�����br�亦�H���坪���

写真4-19　作業に集中するCさん

なったことで,作業に取り組む時間が増えていった｡

Cさんは,製品の出来栄えを教師と確認するなどの関わりが非常に好きで,また,称賛される

ことで更に意欲を高めて作業に取り組んでいた｡一方,確認が多くなり過ぎるあまり,作業量が

少なくなり,製品の出来高が目標に達しないところがあった｡そこで,一人で作業を進められる

よう,材料と製品を分けたところ,時間一杯,休み時間も作業を続けるほど,集中して作業を進

めるようになった(写真4-19)｡

Ⅳ　活用場面の様子

Aさんは,作業学習では｢より具体的な目標設定と

評価｣を,数学科では｢図形の名称とその意味を知る｣

を並行して行った｡数学科で,直線や角,円などの名

称とその意味を知ることで(写真4-20),数学科で学

習した言語を自発的に用いて, ｢5個,角を丸くしま

す｡｣と,自分が分かる言葉で目標を以前より詳しく

設定したり, ｢まだ角が丸くなっていません｡｣と,一

人で製品の品質を判断,点検,評価などを行う姿が見 写真4-20　数学の学習場面

られるようになった｡

このように,複数の教科等の学習内容を関連付けることで,作業学習で数学科の学習を活用する

Aさんの姿が見られるようになった｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本実践によって,他の教科等における様子や有効な手だてなどの情報を多角的な視点で捉え,共

有できたことから,より多くの改善のアイディアやヒントを得て,それを授業に反映し,生徒が豊

かに学ぶ姿が増えてきた｡また,教科間の関連を図り,学習の成果を様々な場面で発揮したり,活

用したりする生徒の姿が見られるようになったことも挙げられる｡

これまで,個人及び授業担当者間までの授業改善と比較して,より授業改善を速めることができ

た｡今後,生徒が豊かに学ぶ姿が更に増えていくよう,本実践を継続していきたい｡
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高等部　音楽科

題材名｢いろいろな楽器を演奏しよう～リズム創作～｣
授業者:渡遽　千鶴　宮内　文久　飯母　有沙子

対　　象:のびのびグループ　男子9人　女子3人

実践期間:平　成　2　4　年　9　月　～ 1 0　月

I　授業の立案

1題材､の全体目標

(1)音符の長さの違いを知り,指を意識して演奏することができる｡

(2)友達と一緒にリズムを組み合わせたり,合奏したりすることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:��i>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1四分音符と八分音符について知る○ ��做ｹ;霰��｢�2 

(1)音の長さの違いに気付く○ ��/��ﾈｫH+X,�*ｨ.rﾈ尸XH,hﾈｲ�

(2)四分音符と八分音符の特徴を知る○ �-�WH*�,Iyﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��.h*H,�+x.��ｲ�

2リズムを創作するo ��做ｹ;霰��｢�6 

(1)小節について知る○ 仆8ﾝ粨ｻ8ｾ�/�諍w�+X,BﾉF8,ﾂ�

-→今回は4分の4拍子1小節とする○ 佇�-ﾈ.�/�yﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��.h*H,�+x.��ｲ��乖駅�ﾅ��｢��;�+X+ﾙ&ﾘ�騫ﾘ��/�8ｨ5�8���鞐ﾈ,乖駅�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

(2)友達と一緒にリズムを作る｡ 

3打楽器を使用して演奏するo ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�2 

(1)グループで演奏する○ ��鞐ﾈ+X+ﾘ8ｨ5�8�/�ｧ舒ﾘ,YUﾈﾋｲ�

(2)全員で演奏する○ �,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

四分音符と八分音符 ��+8/�,ﾒﾈ賈Zｨ尸XB�小節パネルと音符パ ��+8/�,ﾒﾈ尸XH6�6ﾂ�

を組み合わせて,1小 �,iJｩZｨ尸XH,ﾈ��*(/�*��ネルを作成し,四分音 �8ｸ/�¥�-x,Bﾊ)JｩZｨ將�

節のリズムを作ること �*ｹZｨ*�.x.ｨ.�*｢ﾈ揵���符,八分音符がいくつ 儿H,ﾘ抦+8*(*�.rﾈ耳,"�

ができる○ �,ﾈｴｹ�X,ﾒﾉ�)hh,益ﾈ���入るか視覚的に理解す �,ﾉYH夊,�?�,)?ﾈ.�,ｺ�2�

(本時におけるAさん �*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾖ��ることができるように �,h,(-H.(*(,H*(+ﾘ�ｲ�

の個人目標) 茶�揵��,�*(*ﾘ,)?ﾈ.��*做ｹ;�+X,H*(,�*(�ｲ��する｡ 

1畦は_〟""_8 ��

!相浦 ��
.pS間 ��

(9月14日) 們ｩ�紕ﾓ#�尸XH7�6ﾈ8ｲ��ﾈ�#�?｢��(9月21日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(鶴田教諭: 10/11実施　総合的な学習の時間の授業研究会におけるBさんに対する環境の設定,教材･教具

に関する手立てや授業研究で出された意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

テーマに沿って,自 �(+8/�,ﾒﾈ賈Zｨ尸XB�Bさんが映像を積極 �7�5ﾈ5(99��ﾞﾈ,�,ﾘ吮�

分の考えを言ったり,逮 �,iJｩZｨ尸XH,ﾈ��*(/���的に見ながら学んでい �+h,�*�,(+ﾘ*｢ﾈ�趙ﾂ�

択したりして自分の意 �;�+X,H*�.x+にJﾘｭH,ﾂ�る姿を受けて,映像を �i�ﾈ/�ﾊ�,H*(.倡�*ｨﾊ��

兄を伝えることができ �>�vX/�yﾘ��+x.�+�,h*｢�使用して,発間内容- �.x.ｨ+ﾘ�ｲ�

る○ �>�+X*(�ｲ�の理解を高めることに した○その際,パソコ ンを操作する活動を設 定した○ 

感じたことを言葉で �(+8/�*ｩ����+X,�*｢�パネルを操作して, 

伝えることが難しい○ (10月1日) �.y�(ﾘx*(ｨ�:�,偃h.��r�/�,X*(.倡�/��8*�,Bﾂ�����闊/��ﾙ.�+X+ﾖ�����ﾈ��i?｢��リズムを創作する姿が 見られたo (10月16日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

四分音符と八分音符 �(+8/�,ﾒﾈ7�6ﾈ8ｸ/��Bさんの意見を闘い ��Xｧ舒ﾘ/���H+X,Itb�

の長さの違いに着目し 俶yw�+X,Bﾈ8ｨ5�8�/�Z��て,友達に分かりやす �$(,�8ｨ5�8�/�6�*bﾈ+ｲ�

て,リズムを創作する ��I�鞐ﾈ+X,H*(.�*｢ﾉtb�く伝えるCさんの姿を �,ﾈ8ｨ5�8�/�H+8/�*ｨｧ��

ことができる○ �$(*ｨｴ9WH*(,H*(,�**�����ﾈ���?｢��見て,友達に伝えるこ とができるDさんを同 じグループにしたo (10月16日) 儿�,�+X,H*(+ﾘ�ｲ����ﾈ��i?｢��

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

のびのびグループの生徒は,大きな音が苦手であったり,創造的な表現が難しかったりする

生徒が多い｡そのため,楽器の選定や創作方法を工夫しながら,授業を展開した(写真4-22)｡

本題材の指導計画では,音符や小節について習得し,その知識を活用して,リズムを創作し

ていく流れを想定していたが,等質でグループ編成をしている

ため,理解度に差が生じ,音符や小節の特性を理解することが

難しく,創作活動に参加することが困難な生徒がいた｡そこで,

授業担当者間で話し合い,リズム創作をするグループ活動の際,

手掛かりとなるリズム,音符パネルを作成することにした(教

材･教具とのかかわり)｡その際,音符パネルの大きさを工夫

することで,音の長さを体感することができるようにした(写

真4-23)｡同時に,これまで授業研究会で参観した話合い活動

の様子を参考にし,創作活動時のグループ編成を多様な関わり

がもてるように工夫した(友達とのかかわり)｡これらを中心

に改善を進めていった結果,音符や小節の知識を用いて理論的

にリズムを創作したり,パネルを操作して創作活動に参加した

りする姿が見られるようになり,友達同士で意見を交わしなが

ら一つのリズムを創作することにつながった｡
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写真4-22　　授業の様子

写真4-23　音符パネル



2　生徒の変容

Bさんは,音楽を聴くことが好きである｡しかし,感じたことを言語で表現したり,友達と一

緒に活動したりすることが難しく,様々な授業における話合い活動では,ただその場にいること

が多かった｡当初,そのようなBさんの姿から, ｢話合い活動は難しい｡｣と考えていたが,揺

業研究会を通して, Bさんが教材･教具を使用して積極的に取り組む姿を見て,音楽の授業でも

創作における話し合い活動を充実させたいと考えた｡

まず,音符パネルを改良し音符をくり抜くことにとした(写真4-2

4)｡こうすることで,友達が作ったリズムにBさんが音符パネルを

はめ込む活動を設定することができ, Bさんが話合い活動に参加で

きるようになった(友達とのかかわり), (教材･教具とのかかわり)｡

また, Bさんはこの活動を繰り返し行うことで,創作活動の見通し

がもてるようになり,自ら音符パネルを使用して,創作する姿が見

られるようになってきた(写真4-25)｡また, Bさんが作ったリズム

を教師が即時に打楽器で再現することで,自分の作ったリズムを味

わうことができるようにした(自分とのかかわり)｡そして,本題材

終了時には, Bさんが打楽器を演奏しながら友達に伝える姿が見ら

れるようになってきた(友達とのかかわり)｡

Ⅳ　活用場面の様子

Bさんの個別の指導計画の年間を通じて身に付けさせたいこととし

て, ｢学習方法や課題などについて,自分で選択し,活動に取り組む

こと｣が挙げられていた｡そこで,ねらいを踏まえた上で,音楽科で

は｢パネルもしくは楽器を選択してリズムを創作し,演奏する学習活

動｣を,国語科では｢自分の作った文を選択して,発表する学習活動｣

を設定することにした｡

国語科におけるBさんは,絵や写真を見て, ｢誰が｣, ｢何を｣, ｢ど

うする｣というカテゴリーに沿って,文を書くことができる｡そこで,

主語が複数存在する絵や写真を教材として使用し,複数の文を考える

ことができるようにした(写真4-26, 27)｡こうすることで,発表の

際, Bさんが一番伝えたいことを選択する姿につながった｡発表では,

無造作に選んでいる印象を受けたが,授業後, VTRを見ると,一通

り文を見てから,選んでいる姿が確認された｡現在, Bさんは,自ら

積極的に発表するまでには至っていないが,教師の発間に対して,文

を選択して発表する姿が多く見られるようになっている｡

写真4-24　改良したパネル

写真4-25　創作活動時の

Bさん

写真4-26　ワークシートに取

り組むBさん

写真4-27　ワークシート

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

音楽科の授業は,実態差が幅広い12人の集団を一斉に指導していく難しさがある｡授業者自身,

毎時間,工夫しながら取り組んでいたっもりだったが,実際に授業研究会を通して自分の姿をVT

Rで確認してみると,言語を中心に授業を展開していたこと,生徒の伝えようとする姿に気付いて

いなかったことに改めて気付かされた｡また,これまでの授業研究会を通して,一人一人の表現力

について知り,授業につなげることができたことや特に表現することが難しい生徒に対して,試行

錯誤しながら,実践できたことは,大きな成果であった｡

音楽科は,感じたことを言葉を介することなく自由に表現することができる教科である｡生徒の

自由な発想を大切にしながら,集団のよさを生かした授業づくりに今後も取り組みたいと考える｡
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高等部　作業学習

単元名｢リサイクルメモ帳を作ろう｣

授業者:小久保　博幸　東屋敷　卓　鶴田　智美

対　　象:A　グ　ル　ー　プ　　　男　子　6　人

実践期間:平　成　2　4　年　5　月　～ 1　2　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標

(1)道具の安全な使い方や手順に気を付けながら,時間いっぱい作業に取り組むことができる｡

(2)自分の担当する工程を理解し,良品を意識しながら作業に取り組むことができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:�)>�vR�做ｹ;霰篳ｨ駅�ﾅ��時数 

1作業内容や分担された作業内容を知る○ �ｲ�【習得型】 �"�

(1)製品と工程,材料や道具の使い方について知る○ 遅��製品作りに対する見 

(2)作業分担を決めたり製作工程の手順を確認したりするo 弍｢�ｭB�通しをもつことができ るようにする○ 

2手順を覚え,作業に慣れる○ 俔｢�【習得型.活用型】 澱�

(1)製作手順を覚えたり製作に必要な道具や材料を自分で 處r�担当する工程に必要 

準備したりする○ 俯｢�饕�k��な道具等の準備を自分 

(2)製作の各工程が正確にできるようにする○ 凾ﾅ行うことができるよ うにする○ 

3丁寧に作業をする○ 凵y習得型.活用型】 ��b�

(I)製品の良否を自分で判断したり,うまくいかない原因 俯｢�製作過程で,良品作 

を考えたりする○ �,��りのための自己判断, 

(2)出来高や良品を作るためのポイント等の目標を立てて �,r�自己決定をすることが 

製作する○ ���*H�"�,ﾂ�できるようにする○ 

四 滴�8ﾊ�.(ｫI�ｨ/�:X-ﾈ*h,Hﾞﾈｼh/�+x.��ｲ���乖駅�ﾅ��｢�10 

(1)受注先からの意見や感想を踏まえて,製品を改良する○ 冽��他の生徒の工程を担 

(2)生徒の興味関心に応じて,担当は入れ替わる○ 倩b�lr���当したり,使いやすい 製品を作ったりできる ようにする○ 

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���
手を汚さずに,決まつ �5�5�987h/�訷,倬ﾘ,�,Iw��スタンプを手に持たずに 處ﾘ/�晴+X��*h.�+�*�,Rﾂ�

た位置にスタンプを押す 倩h,��+ｸ*H,h+x.�,bﾈ訷*｢�押したり,押す位置が一定 佇�-ﾈ,�+ﾘ見'X,�5�5�987b�

ことができる｡ �48984�,X刪.ｨ+ﾘ.な咥+x犬�になつたりするような支援 �/�咥+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�

置がずれたりしてしまうo �68�ｸ8ｸ/�､ｩJﾘ+x.��ｲ�になった○ 

(5月30日) 茶Xﾈ�3�?｢��(9月14日) 

2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(東屋敷教諭: 5/8実施　国語科授業研究会｢丁寧な言葉を使って伝えよう｣を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���
丁寧に用紙を取り扱つ 儘�/h,ﾉ>�vX,ﾘｦ�*h+ﾘ*｢ﾂ�環境の整備が検討された ����(,i�ｹV�/��,ｸ.�+��

たり,自分の担当してい ��ｹV�*ｨ,�.x,�.x,�,�,�+ﾒ�ことを受け,用紙に応じた �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｲ�

る工程の位置付けを理解 �.に�8ﾔ�/h,ﾉ(h,X,ﾈ齷Zｨ,ﾂ�かごや作業の流れが分かる �-ﾈ+ﾒﾈ4ｨ�ｸ6�/�諍w�+x.��

したりすることができる｡ �ｩ'YWH*�*ｩyﾘ��,X*ｸ,H*(,��カードを用意し,導入時に �+�,h,Rﾈﾔ�/h/�yﾘ��+X,B�

い様子が伺えたりする○ 丿ﾙDh,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�作業する姿が見られたo 

(5月8日) 茶Xﾈ繪?｢��(9月14日) 
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3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���
全作業工程を通して, 俾兒ｨ,ﾉZｩ%8+8.ｨ+ﾘﾔ�/h/��工程間の製品の流れが �4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�+ﾘ.なｻ8蹌�

人と関わりながら作業を 俎8*H+�,h,ﾘ,X*ｸ.�*｢ﾉ�ﾈ,ﾂ�滞っているとの意見を受 �*�.x,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/��8*�+ﾒ�

することができるo ��i6ｸ,h,ﾈｭh.ﾘ.�*ｨ*�-ﾈ.�,��け,材料が無くなったら, �.�+X,�*ｨ.rﾈ齷Zｨ*�.xﾝ��

く,教師の指示を待って動 ���,ﾈﾔ�/h,ﾈ�,�.�.x*(,俎2�料を取りに行く姿が見ら 

いているo �*ﾘ+�,h,ﾈ,X*ｸ.�.h*H,�:��ﾂ�れるようになったo 

(6月21日 �,ﾈﾔ姥h/�+x.塗ﾈ�#�?｢��(9月14日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

本グループの生徒にとって,リサイクルメモ帳作りは初めての経験であった｡そこで,まず,

分担内容を自覚したり,確認したりすることができるように,導入や場の設定の工夫を行った｡

導入では,工程ごとに絵カードを用意して,作業の流れの順に説明を加えながら教師が掲示し,

担当生徒と教師の写真を工程に応じて貼るようにした｡顔写真を貼る際は,生徒が自分で行う

ようにしたことで意欲的に学習に参加するようになり,自分の工程だけでなく,友達の工程に

ついても発言する生徒が見られるようになった(教材･教具とのかかわり)｡場の設定の工夫と

しては,工程の流れに沿って座席を配置し(写真4-28),自分

の工程の位置付けや作業の流れを理解しやすいようにした｡

工程間の生徒同士の関わりもスムーズになり, ｢(自分の)材

料が無くなったらもらいに行く｡｣というルールが理解しやす

くなった(友達とのかかわり)｡ロッカーに道具の写真を貼っ

たことで,自分の道具の場所が明確になり,準備や片付けを

主体的に行うこともできるようになった｡また,自分の作業

について振り返ることができるように,作業日誌を記入する

ようにした｡項目として作業内容の選択,自己評価欄,他者

評価(教師)欄を設け,終末時に発表することを習慣化する

ようにした(写真4-29)｡ ｢その日のがんばりを発表したい｡｣

という想いから,積極的に手を挙げ,誇らしげに発表する様

子が多く見られるようになった｡また,導入時に作業日誌を

用いて前回の作業の様子について振り返るようにしたところ,

目標設定が行いやすくなった(自分とのかかわり)｡

2　生徒の変容

スタンプ押しの担当であるAさんとBさんは,当初,手に

インクが付いてしまったり,スタンプを押す場所が一定でな

かったりした｡そこで,担当者による授業ミーティングによ

り,補充式のスタンプを用いたり,用紙を決まった場所に置

くだけで押す場所が固定化される支援ツール(写真4-30,31)

を製作したりした｡押す場所が明確になったり,手にインク

が付くこと無く,簡単な動作で押したりすることができるよ

うになった｡ Cさんは,用紙の表裏を確認して,リサイクル
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写真4-28　場の設定の工夫

写真4-29　作業の振り返り

写真4-30　スタンプ押しツール1



の可否を判断する担当である｡判断する際, ｢○ですか, ×で

すか｡｣と教師に問う場面が多くあり,当初はすぐに良否を教

師が伝えていた｡判断力の向上があまり見られなかったので,

聞かれた場合に即答せず, ｢どちらだと思いますか｡｣と問い

返すようにした｡すると,初めの頃は戸惑う様子もあったが,

一人で思考する姿が徐々に見られるようになり,正しく判断

することができるようになった｡他の生徒に対しても,修正

が必要な場合に改善点をすぐ教えるのではなく,自分で考え

ることができるような言葉掛けをし,しばらく待つことで,

思考しながら取り組む姿が見られるようになった｡ Dさんは,

スライド式裁断機を用いて紙の裁断を行っている｡紙がそろ

うようにガイドを付けたものの,不揃いになってしまってい

た｡そこで,紙の枚数を数えること,そろえてからガイドに

沿って紙を挿入し,裁断することを意識付けることができる

よう,カードを用意し,必要に応じて指し示すようにした(写

真4-32)｡声に出して枚数を数えたり,そろえたりする姿が見

られるようになり,紙の大きさもそろうようになってきた｡

Ⅳ　活用場面の様子

リサイクルメモ帳の土台は,班別作業の木工班に依頼した｡

木工班には, Aさん, Dさんが在籍しており,グループ作業と

班別作業との関連性をもたせるようにした(写真4-33)｡メモ帳

作りの際,木工班で製作したメモ台を見せると,更に意欲的に

取り組む様子が見られた｡また,本グループメンバーは全員数

学Aグループ(数学的内容に対する興味･関心を高めることを

第-の目的としたグループ)に属しており,数学への興味･関

スタンプ押しツール2

写真4-32支援カード

:雲長調｢言 う 劔邑㌔圏獲 ��
一一一一i一. i ���# 

▼ 

雅や 劔��

∴王対ヽさ 劍��"�

写真4-33木工斑でのDさん

心や学習-の意欲を高めるために,曲に合わせて10までの数を数唱する学習を継続している｡ E

さんが用紙を5枚ずつ数える際,その曲を口ずさみながら確実に数える姿も見られた｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等　.

授業担当者による授業ミーティングや授業研究会では,主体的に活動する生徒たちの姿を目指し

て,毎回,いろいろなアイデアが出され,分担された仕事に責任をもって最後までやり遂げたり,

集中して根気強く正確に作業したりする生徒の姿が多く見られるようになってきた｡単元開始当初

は試行錯誤の日々であったが,分担された工程を自分の力で遂行することの喜び,満足感,達成感

を表現する生徒たちの姿に触れ,授業づくりの楽しさを実感している｡

本実践は,今後,作業意欲をもち続ける工夫や担当する工程の入れ替え,協力して作業をする

場面の設定などを行いながら今後も継続していきたい｡
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